















The Opinions of Nursery Teachers who are Caring for Infants in a Certified Child Center
─About the Difficulties and Method of Caring for Infants─
Abstract: 
This study aims to organize the opinions of nursery teachers who are caring for infants in 
a certified child center. We conducted a semi-structured interview with 5 nursery teachers, and 
analyzed the data with the KJ method. As a result, we found that the nursery teachers are nervous 
all day long while caring for very young infants. They are also anxious about offering detailed 
information about the infants to their parents. We also found that the 5 nursery teachers feel pain 
or discord because of the unkindly attitude of other nursery teachers who care for the infants over 
2 years old. But on the other hand, the 5 nursery teachers told us that they can feel happiness and 



































































































































































































































































（１）時：2019 年 9月 24日
（２）所：自宅 ( 鹿児島県鹿児島市 )
（３）データの出所：保育士５名への半構造化面接
（４）作成者：今村幸子
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3．調査対象者5名の統合による認定こども園乳児保育部担当保育士の意識
　調査対象者SからWの5名の乳児保育部の職務遂行への意識についてＫＪ法を用いて分析し
た結果、Fig.2のように構図が描かれ、以下のことが明らかとなった。
　
　彼らは、乳児保育について、大きな事故につながりやすい年齢であり、また自分では伝えら
れる年齢でないことから【無事に返すことから情報の伝達まで全てに気が抜けない】と感じ、
負担感が大きくなっていた。そして、【未満児の育ちは私たちの関わり方次第だ】と感じてお
り、小さい年齢の子どもほど保育士の関わり方が子どもの姿に影響を与える実感を持っていた。
そのことからも、園全体で子どもに関わりたいが、【未満児担当と以上児担当でお互いをよく
知らない】ために、できていないと感じていることが明らかになった。
Ⅳ．まとめ
　幼保連携型認定こども園の乳児保育部担当保育士がその職務遂行に当たりどのような意識を
持っているのかを調査するために、半構造化面接を行い、そのインタビューデータをＫＪ法に
よって分析した。その結果から以下のことが明らかとなった。
1．未満児の保育では、思わぬ事故や乳幼児突然死症候群への心配から、無事に返すことその
ものに不安や緊張を持ちながら保育に当たっていた。また、小さな我が子を保護者が安心して
預けることができるために信頼関係の構築を大切にし、そのためには細やかな情報提供が必要
であると考えていた。
2．未満児とひと括りに言っても、0歳と1歳では違いがあり、0歳は歩いたりしゃべったり
することが尊く素晴らしいこととして捉えられていた。1歳は言葉がわかるため、教えること
ができると考えていた。子どもが育つにつれ、育てられ方による個人差が出始め、大切に育て
ることが重要であると認識していた。また、発達について差が大きくなった以上児よりも小さ
い未満児のうちのほうが、保育士による働きかけが響くという意識があり、やりがいにつな
がっていた。
3．以上児保育にはいない補助職員の存在により、「大人が多くて良い」や「ラクそう」など
と思われてしまうという意識があった。また、未満児は生活の基礎的な習慣についての取り組
みが多く、以上児のように行事などが少ないため、以上児保育の方が目立つ、未満児は頑張っ
ても評価されないなどと感じていた。しかし、子ども達に手がかかるために負担感は少ないわ
けではない。また、職員間の関わりの中でも以上児保育に携わる人数の方が多い中で、以上児
の行事などに関する話について行けないなど、話のズレにさみしさを感じている様子があった。
　以上より、認定こども園の乳児保育部担当保育士の抱える困難さについて、小さな子どもを
−169−
幼保連携型認定こども園における乳児保育部担当保育士の意識
預かる不安感と保護者との関係作りや以上児保育部の保育士が未満児保育について知らないこ
とで起こる意識の違いなどが明らかとなった。これらのことに対応するには、園全体で未満児
保育に取り組む姿勢が必要だが、幼稚園から認定こども園に移行したタイプの園では、以上児
保育が中心の考え方が続いており、すぐに変わるのは難しい。お互いの行事に参加するなど無
理のない所からお互いを知る活動に取り組む事が必要だと考える。
　本研究の限界として、幼保連携型認定こども園1園の乳児保育部担当保育士5名を対象とし
た限定的な調査となっていることがあげられる。多様な園の多様な取り組みがあることや、子
育て支援に関わる制度も変化が大きい時期であることから、本研究で得られた結果と違った困
難さやニーズがある可能性は大きい。今後も継続した研究が必要であると考える。
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